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 要  旨 
近年, ヒトの脳機能の解明を目的として, 言語学習や運動学習などの様々な学習が, 脳内でど
のようなメカニズムにより行われているのかを解明する研究が盛んに行われている. しかし, ヒ
トの脳構造は複雑であり, また倫理的な問題から解剖実験や部位損傷実験を行うことが不可能で
あるため, 十分な実験データを得ることができない. そこで, ヒトの脳機能に関する近似モデル
に対して研究を行い, 脳機能の解明を目指すアプローチがとられている. このようなアプローチ
の 1つに鳥の歌に関する研究がある.  
 鳥の歌とは一部の鳥が発する特殊な鳴き声のことであり, 後天的に親鳥の鳴き声をまねること




 鳥の歌文法は, 録音された鳥の歌に対して周波数解析や言語モデルによる解析を行い, 音響要
素の遷移状況を示したオートマトンで表現することができる. 歌の文法構造が形式化されたこと







成し, 任意の歌文法の音響要素パターンで再結合することで人工歌の生成を行った. また, 人工
歌の自動生成プログラムには, 鳥の歌の音声データにおける音素区間を測定する機能や, 人工歌
の音響要素パターンを自動生成する機能, 人工歌のテンポを調節するための無音区間の追加挿入
機能なども実装している.  
 
